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　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

著者鰍揃報に於て柞聯孜糊舗胞子の1耀訪法ξして銑に鋤嚇れ、叉は公表さX・したる各

種方法中・匿撚沈降俄査法カマ最も胞r搬見尋ミ高き成績をカ≒したる黙を報告した。

　併して本洗に關しては・既に塚鯉の微粒子病胞子検査に於て多撒の人々に依り實験が行は

れ、瞥通瞼査法よの混か1胡色予饗見攣高き事が認められてゐる。然れさも之が實施方法に就て

は實験者に依り未だ一致せざる錨が妙くない。

　著：者等は本法を柞慧微粒子病胞苧の1愈査に慮用する場合の實施方法1こ就て、各種の方面よ鱒

實駒した。以下夫等0）結果を報告する。

　　　　　　　　　　　　　　1．試験方法
（1）　供試沈降管
　本試験には、昭写ll商行懇其製竹…所に於て製作されたセルロイド製管の上下にゴム栓を附した

る沈降試験管にして、rl樫14mm弾、下部細く、その口樫71nm弱のも（フ）である。

（2）　供　試　材　料

　供試1”j：蛾叉は雄蛾1よ、安陽塵又は萬家嶺薦の無鷲毒のものにして生騰のま・供用した。供試微

粒子胞子は本春褒蛾せる有｝｛tr・蛾より遽心分離i器を以て純檸に胞子を集め、肉然乾燥せるものを

其の都度清水に浮游せしめて使用しナこ。

（3）蜜　験　材　料

　供試無襟蛾燈は頭胸都を1徐き腹部のみを試験臓数に膝じて等分に分翻し、之を1筒宛集めた

るものユ蛾分に獅し、所定の水（普1雌3e．（、）を加へて磨潰し、脱脂綿を以て濾過し、苛性加鼠

液de　一定燈加へ、所建最σ）胞子洋游液を注加し試験した。特に詑載なき以外は被槍液の苛性加

璽濃慶を0・5％ざした。猫鏡楡にはIeitz顯iltt鏡800倍（III×8）を使用し、オキ品ラーネツト

ミクロメーターを」以て胞子を鎌定した』

　　　　　　　　　　　　　　　ll・試　験　　成　績

（1）　磨湊液に關する試験

　自然沈降法に於ける磨ettt＃ffは蛾慌に散在寄生する胞子を磨潰操作により、充分に液中に溺i離

せしむるε共に、沈降操作0）際、胞子のi究降を速かならしむる如きものなるを要するo

　從來よわ使用されつ・ある噴聾励II毘は、liE，肪組織其他の組織をよく溶解し、胞子を液中に溺…

離せしむるには甚だ有敷であるが・液を粘稠ならしめ、胞予の沈置箏を遅からしむるの憾あり。

殊に柞蛮蛾の如く、短期閥内に機養終了を要するものに於ては、必然的に康髄椴査を行ふ必要
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を蛮ずる。此の際に於て、’1　arは一・暦粘稠ざなり易き但1向がある。薯者埠は磨潰液濾液申の胞チ

の沈降を速かならしむるため、歌の實験を試みた。帥ち’ A既処の方法により被検液（3e．e．）脅イ石：

り・一定胞子液を加へ・翼にフオ・レマリン1％液、エチ・げルー・…一ノ・10％液、メチルァルコー

ル10％液を0・1∬～〔｝・30e・e．・加へて・常法により1盤夜濁1躍後瞼出胞子撒を比較せるに、苛性加董匹

のみの鋤照颪に比し、他の各幅は何れも瞼出胞子数の塘加せるを認めた。術使用藥lli，1申、フオ

ルマリン砥最も良好なる戚績を示せり。即ち…次衷に示す如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　衷
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　磨澱液にアルコールを使“］する事に就ては、麟に家鍛に於て三三谷、伊奥田爾氏の成績あξ）。

その成績に依れば、アルコーノレは胞子の沈降を速かならしむるも、賞際管癩に於て瞼出し得る

胞争籔は部つて少しご述べた。薯者轡の揚合は被｛劒髪に封しその少激を加へたるを以て、上記

の如献績輔ミWこるもの跨・・る。

　訳に、V］kの試験に依り、最も好戒績を承したるフオルマリン1％液の注加1歳に關し手1：ひft

る結襲は次の如くである」

第　　2　衷

撫最藏〉＼塁瞼例「－T”…T’『’一……一…　石……［噛’…一恐…

叢玄ゑ1登麹塾＿＿＿：ここ藁よ．．＿＿＿＿．一＿．

封　　　　　　　　　照　　　　　　，R

　　　　O。1‘・．e．　　　　　　　　　　　　　　12

　　　　0．3〃　　　　　　　　　　　　　：15

　　　　0．6〃　　　　　　　　　　　　　　S

　　　　工．0〃　　　　　　　　　　Z1
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　　　　賜
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　　　　工3

47
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　備考　静置時間24時間、液温21℃、2鏡術40親野含計胞子数を示す。

　上表に依れば被槍液3e・（t一に凱し・0・1乃至O・3c・a．加へたるもの瞼出胞子数多く、フオルマリン

の蟻それ以上に及ぶ時は却つて旗出胞子激少き結果を示した。

（2）苛性加里の濃度と沈降集胞子検出数

龍加里嚥度δ沈際胞欄の蘇蹴ては・駄獺に於τ、勝叉劃甑等の贈が
ある遭辮も亦之燗係につ誠復試蹴焔に・・％縢・．・鋤範圃に於ては瀞融、
里の濃度低き程瞼出胞子数多きを認めた。

その結果の一部を表示すれば次の通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　“
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第　　3　　茨　　（」専のD

被検液詰蹄1三加雛濃慶　　　工　　　　例

ryK1

2．e　　　　　　　　　　　　　16

1，0　　　　　　　　　　　　　32

0．5　　　　　　　　　　　　　．110

0，3　，　　　　　　　　　　　　S6

2　　　　　例　　　　2ド均1麗野胞子数

42　　　　　　　　　　1．5

56　　　　　　　　　　2．2

70　　　　　　　　　　4・。r）

1O・韮　　　　　　　　　　4，S

備考　側癬鰍・e・v師鷺時開24時醐、液量吊121℃、2鏡町20覗野傭馳臼徽を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　表　　（」じの2）

　㎜聴一r一鯉．、　　　　　　　　＿＿艦瑚
貯性加颯濃J．Pi

　　　曜、
　　　2．0

II．o

0、5

工例L）例・例・例・例孟｝瀧搬
1S　　　　1；7　　　　　49　　　．　37　　　　工os

57　　　　　42　　　　　82　　　　1％　　　　　213

Sl　　　　　5工　　　　　143　　　　　117　　　　　」舗

1、7

職5

3．9

　僻側1・W・水砂乳て鰍し・濾灘罐撒し、・糠脇幽灘耽る搬御［三加轍蜘へ
　　た、勿rnt　・一定胞子勧“へた。艦鄙欄24噂「lrJ、潤膿OPC、2蜥醐嘲野合倒胞子数龍力条す。

然し乍ら魔㈱礪に渤ては・襯島の状態一一定でない．故に加野豊の濃囎りに辮に失する

胤ま來雑物多く鏡楡困難なるを以て、磨潰液の苛性加1澱度を｛濾％εなすのがよい。

（3）被撒量姐こ液高と沈降集胞子検出数

被楡液の肋　礪を徽せんSするに當りては己加fより試駒するの要がある．脇琳

被瞼液に注加する胞子数を一矩1こせる揚合、他伽・は被検液の胞子濃1董一定の揚合ミである。

（1）　注加胞「iを一繊竃にせる揚合

　著者等は被検液の量を2e島4賦6C．αεし、各に同一蹴の胞子を加へ、所建1嚇11灘置後、管

底の胞子を常法に働髄せるに・液量の少き徽翻包慰舞を認めナ、。是胞子の沈降距難

に關係し、距離の長き程長階間を要するは明かである。

　その放績を示せば訳の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4　表

’、壁翠
液測。、町＼麺

　　　　　　　＼

2　（液高2．7・m）

1　　（〃4，0〃）

5　　（〃C，．0〃）

　　2，t　⊥＿＿48　」鞘・親馳子数
工　　　　　1　　　　2　　　　　1　　　　3　　　　　i　　　　4　　　　　1　　　24ee　　　l　　　4s時

46

24

19
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23

14

　備考　液翻19℃、2鏡面40覗野合計胞子数を示す。

（2）被瞼液の胞子濃度を一定にせろ場合

2s

24

19

30　　　　　　1．0

27　　　　　0，G

O，7

0．8

・9 @　・・41・．r）

　一定濃度を有する胞子含有液の蚤を異にせる揚合は勿論、液最の多き程瞼出胞子轍の増加を

示すも、液螢の柵加割合ε瞼li胞子藪の櫓加割合εは一致しない。即ち前潜の増加劇合に比し
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後者の1曾加割合は少ない。これは恐らく液の高さにイ飾以外に何等か他の要因に依るのではな

からうか。

　試1脇結果を1示せば次の如くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　5　蛮

＼く一撫［1養間
液，歌爾＼廼塗1〃r

2　　　（盲夜賃’fi2．7（し．111．）

4　（〃4、0〃）

6　（〃6．0〃）

24、 48　　　　　　　2卜均1覗野胞子：数

＿誌．－L＿芝＿＿＿三＿L±　　筆竺＿＿』L一

23s

310

・122

19，　O

266

348

備修　液淑19°C，露鏡両40覗野合計胞・ヨニ敬なオ…す。

298

3書雪4

35G

20．i　　　　　5。4

・t・tO　　　　　　　7．2

昌16　　　　　9　，6

6．3

9．7

1，0．s｝

　以上（1）及（2）の實工瞼結渠に活寒き、磨潰液の∫星ヒはロ∫及的少liU二ILめ・彼瞼液の胞子濃度を濃

厚ならしめ、被瞼液翫を2～3αC．内外iなすのが最も有敷である。・

（4）静躍時間と沈降集胞子槍出激

　沈降操作中の静置1嚇llミ沈降集胞子撒εの關係｛こ就ては實験κによil　一・致せざゐ鮎が多い。

一般的には3日以上を必要εするものの様である。

　著者等も此の貼を確むるため、所雄液隙こ一・一一定胞子をカllへ、管底に禁積せる胞子の橡ll獣態

の酬1的醸關馳多くのBiiJにつき繊馳るに、21iHll服眺のに於て槍1馳微f鄭総

戚績を示した。即ち、その成績の一部をi凝示すれ1試次の伽くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　唱6　衷
＿＿一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿曽＿＿＋HH＿＿．T．一＿＿＿＿一噌＿一一＿，　階縣．，一＿　＿一＿＿一一一一・一一一・一一一T－t　im－一　一・－rv，一　　一

y「〉＼＼賀瞼例　　　　1　　　　　　　2　　　　　　　：1　　　　亭　　　　均

一一一一一一一一＿ @　　　　》＿＿＿．一＿．＿＿＿．＿＿＿冊需＿聯徽麟諾業調漏騨丁．凄＝コ瓢＿詔＿徽一隣織＿聯嵩聯嵩＿亡諜＿：二端灘瓢嘱
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S5　　　　64
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49　　　　37

備考　液淑22～24℃，2鏡耐40硯野胞子数を添す。

L）（t　　　37

41　　　　45

32　　　　4⑪

21　　　　30

23　　　　S4．0　　　43．0

34　　　　　　84．0　　　　　53．3

26　663」37・。
　　　　　　［27 @船夙3L）．3

　然し乍ら3臼以後に於ても沈降管中の金胞予数には髪りはないから・恐らく時間ε共に管底

に沈降集せられたる胞子の一一一xasがプレパラ…ト製作1迄の操i乍に依を）央はるるものε思惟する。

此の事實から考察するざ、現在廣く使用されてゐる沈降試験管に勤し何萄撃か不備の顯あるを思

はしむるのであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（5）一被槍液の彊慶蛇にその璽化と沈降集胞子楡出籔

　液淵．ε胞子瞼出数ざの關係に就ては家1賦に於て、三谷、伊與Ilms氏の戒績がある。著1学等も

亦是等の事項を明かならしめんεし、鴬氣1亙澱器、冷蔵庫等な使用し實験を行ひたる結果、

30°C乃翌15°C、18°C乃至8℃の範圃に於ては15℃附逝iに於て最も瞼出数多きを認めた。

　爾液淵を鍵化した揚合は、本試駒の範圃に於ては低濫の方に支配さるる傾向がある。

　即ち、≡次表の々口くであるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、
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第　　7　　蓑　　 （其の1）
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2，9．s　・

4⑪，5

34．3
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備漕　艀概時開瓢ロ芋聞15～30qdは、工5℃トこ1鶏晦艀置後30℃に12時艀鷺し鏡檎せることを示す。

　30℃～15℃はその反蜘にせるもの、露鏡弼釦覗野合趾胞予凌示す。

　　　　　　　　　　　　　　　第7衷噛（興の2）
一一一一一・．一一…一一＿＿．＿＿＿＿、【、，＿＿．＿，＿．一＿．一一．．一．＿＿＿．．＿＿＿＿、＿＿＿．胱＿．．＿臼　．．．．一一．＿．＿一一一一難一鰹謄一一．「．＿，．』

へ　

識旋～i済堤一遡…例　　　工　　　　　2

．18　　　　　　　　　　ユSO　　　　　　　　　324

　　　　12　　　　　　　　　　　　　　　　　　184　　　　　　　　　　　　　　　　266

　　　　　8　　1　172　　　　266
　　　　　　　　　　」
側芦捗　典の1に同じo

コド　　　　　　均

2蔭2

225

2工9

（6）被検液の防腐劃に關する試験

被｛愈液は苛性力1哩の存在する蜴合、20℃以ドに於ては、1～2剛旗よ腐敗をう艮す如浄こξは

ないが、更に高浴こなる時…はその惧がある。薯費等は防腐剤ざし一〔フオルマリン、石淡酸、ク

レゾール石鹸等が胞子瞼出撒に及ぼす影響を試験せるに、フオルマリン1負液aゆ轍添力liに依

り・防腐の圓的を達ずるのみならず・璽に検出胞子撒を檜加せしめ得るこごを認めた。nv炭me

5％水・ク・ゾール石鹸5％水等1よ何れもフオノ・マリン1％水に比一s・2zば劣る結果を示しv：。

　郎ち、歌表の如くである。

第8表（其の1）
、殴廷験例
1・㌦薄選

封　　　照　　　蕨

フフ津ノレマリニノコ％歴受

石　淡酸5％11破

水　　　　　　　　城

一＋一一i」… @．　2…一　．一　一響壁．臓盟剛一＿．．　．＿．．＿＿．，．．　　　　　＿＿　一　　　、　　　　　　、　＿＿一．．　．．［「、＿崎

ユ

2　日　3　El「1・均

39

72

39

23

S1　　　　　60．0

74　　　　学3，0

50　　　　　44．5

£0　　　　　21．5

2

無　　P：1

47

51

37

L）8

・副・・均
31

44

25

£9

39．o

47，5

31．0

28．5

備置　液汎30℃、封照1171£は背性加胆O，3％3e．e．に鮒し水（瓦15ρ．f，．を加へ、フi・．　IRI　Iこ｝フ」3．1　，5e．e，　v）　u．’とすご

　他の2繊は驚性加鵬⑪、3％3・．c，に欝し夫々0．15c．｛・．龍加へたり。

　各巌2鏡面40覗野合計胞子数を示す。

水のみの職は2日に於て腐敗せりo
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〉…＿－sir瞼例
Vtt－t　　171J　　t’一’・一＿＿

渕曜　　　　照　　　　　臓

フオルマリン1％城
クレゾール不『鹸2．5タ6城

　　　e　　　　5％慨

11

26

38

19

30

2　　　　　　　　3　　　　　ンド　　　　　均

45　　　　　　　　　　　　s3　　　　　　　　　　　　51．｛｝

59　　　　　　　玉02　　　　　　　　66，3

27　　　　　　　　5G　　　　　　　　34，0

42　　　　　　　　51　　　　　　　41．0

備　考　興の1に同じ、但し甥照減、クレゾール石鹸11｝1こはO．恥、c．のフjく3く1：1：クレゾールお鹸を加ふ。フ

冴ノLマリンi％囲はフホノLマリン；t・O，3e，・e．・．を加へたるものとす。

　　　　　　　　　　　　　　　　田．総　　　据

　貞撚沈降櫨査法を柞慧の微渦㌃｛凹茜胞子の働査に慮月1する揚合の實施方法に就て、特に胞子の

槍出寧を柵瀧するF，g的を以て試験せる結果を要約すれば次の如くである。

1・被餓液に1％フオルvリン水をrl．／30～1／1　．0111’1：加へる事に依り、胞子の強出撒を」曾加せし

　めるこs洲U來る。エチルァルコール1暁液叉はメ：r・）レアルコーノレ10％液をフオルー・’リ｝ワk

　ミ同様に加へたる揚合も然らざる揚合に比して有敷であるこ，

2・腰潰被繊液の苛性加里の濃度は2乃簸0．8％の範圃に於て1よ、稀糠なぞもの程胞子橡唱数

　が多い。然し乍ら實用的にはα5％を以て5臨當ε認めるb

3・注加胞子一定の揚合は、液壁の少きもの程胞子櫓出敷が多い。叉胞予浮游濃度一…一定の揚合’

　は液燈の多き程撫1鰍が多い。然し液昂：の増加細合に比し胞子検出数の増加劇合は少い。從

　つて磨憤液は可及的少爺にIIめ、被槍液の燈彙を2～3e・e，内外ミな’4一のが最も有敷であ樹，

4．沈降操作中の静置1時閥は2日に於て最も胞子強出数が多い。

5・被楡液の液温は15℃内外に於て∬饒子楡鵬敷が最も多い。高低2種の湘度に問Ili劉lll接鱗した

　揚合には低温に支配される傾きがある。

6．被検液に防腐剤εして1％フオルマリン水を加へるこざは、（1）の記載ε共に鶴ナご良好な

　る成績を示す。石炭酸5％液、クレゾール石駒5％液は何れもフオルマリン液に比すれば劣

　る結果を示したo

　　　　　　　　　　　　　　（於満洲國熊醤城提導試瞼場）


